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巻 頭 言

駅前の一等地がシャッター通りになりました。
お役所が押っ取り刀で再開発に乗り出す。
有名デベロッパーの登場。
地上げ始まる。
その内、カッコイイ商業ビルが建つ。
それなりのテナントを引っ張ってくる。
ここで一儲けしたデベロッパーは悠々退場。
元々衰退する条件の揃ったままでの新装開店。
赤字続きのテナントはある日突然一目散に逃走。
駅前の一等地に虚しくカッコイイ空きビルが残る。
お役所は仕方なく公的な施設等で無理矢理穴埋め。
それでも足りず右や左の土下座外交。
結果、駅前の一等地に日が昇ることはない。
私たちの街のいつもの再開発・・でした。

しかし皆さま、こんなことも。
その昔大いに栄え、そして例に洩れず徹底的に落ち込
んだ香川県・高松・丸亀町商店街。
栄えた頃は、商店街に1,500人が寝起き。
高度成長期、儲けた店主の立派な自宅は商店街の外。
所得の増えた一般ピープルも、郊外に一戸建て。
車を持つまでに成った消費者目指して大店舗が展開。

激減した商店街の住人、とうとう75人。
丸亀町商店街も開かぬシャッター街の仲間入り。

パンパカパーン！　
低迷さ中の丸亀町商店街に、古川康造突然登場。
このボス猿、失礼いたしました、この方、欲の皮の突っ
張った頑固偏固の地権者から、ウナギの寝床、小さく
入り組んだ土地全ての使用権をもぎ取った。
この荒療治が、丸亀町商店街復活、究極の根っこ。

地権者みんなの出資で「まちづくり会社」を設立。
会社の金科玉条は、この先60年の土地の使用権。
会社が今後、建物を整備し所有する。
会社がテナントの家賃収入から、銀行返済、建物の
管理費等を差し引き、それでも残ったお金を、地代と
して地権者に支払う。
これを「オーナー変動家賃制」という。
メリットは、欲の皮の突っ張った地権者が、ステークホ
ルダーになってしまい、会社が利害調整に手間取るこ
となく、的確なテナントの再編成が可能となる。

世のため己のため
「総論賛成　各論賛成」

一般社団法人日本海上起重技術協会　理事　九州支部長
　　　　株式会社近藤海事　代表取締役会長

近藤　観司
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てんでばらばら欲の皮の突っ張った地権者が、
良き理解者、良き協力者、良き仲間になりました。
・・地権者の皆さんバブルの時、ウナギの土地で大借
金、首に不具合の生じた方が・・多かったとのこと。
嵩む治療費がどうしても必要で・・内緒の話です。

お役所にお任せではなく、同じ船に乗った運命共同
体、自分たちの街を自分たちで自らリスクを負い、
自治権を持って運営していく、「新しい自治組織」が、
丸亀に誕生です！

「新しい自治組織」の目指したもの。
少子化社会という大地殻変動の中、市場の実態を
徹底的に模索した結果、
「商店街は昔のように、敢えて昔のように多くの人々が
生活し、そこで出会い、新しいビジネスが生まれ、新し
い仕組みが創りあげられてゆくステージである」
「多くの市民の皆さまが住み、そして賑わいが復帰
し、憩いそして出会う、向こう百年を見据えたまちづく
りを、後に続く者たちのために」

「新しい自治組織」がやったこと。
定期借地権の上に、商業床、コミュニティ施設等、
そして、その又上に分譲住宅。
毎週様々なイベントが催される、中心市街地の顔とし
ての広場。
多用途のイベントホール、その上は分譲住宅。
そして極めつけが、
一階に提案型の店舗、その上に医療施設、そして、
その又上に分譲住宅を乗せたC街区。

C街区分譲住宅の特権。
何かあれば24時間365日医者がすっ飛んでくる。
C街区の分譲住宅は、大病院の超・特別室。
ここの医療施設はかなりの検査が可能。
少々の病状まで、自宅にて往診治療。
大病になれば、躊躇なく提携の大病院に搬送。
そこそこ回復すれば、医者付きの自宅に帰る。

又、回復の見込みのない場合も自宅に帰る。
住み慣れた我が家で緩和ケアをしてもらう。
末期高齢者は余程のことのない限り、「終の棲家」は
我が家、そして、住み慣れた我が家からの旅立ち。

この医療施設を持ったC街区は大評判！
計画発表、売り出しと共に住宅部分は即完売。
これこそ、終活の最重要課題のモデルケース。
C街区の竣工と共に商店街の交通量が急増。

未だまだマイカーの普及していなかった昭和47年、丸
亀町商店街は町営駐車場を建設。
現在ではその事業が、コミュニティには必要されど採
算の取れない、イベントホール、巡回バス、カード事
業、各種イベント等の継続を可能にしている。
その当時から、高松・丸亀町商店街の皆さんには、
先見の明がＤＮＡの中に確りありました。

高松・丸亀町商店街の類い稀なる成功は、古川理事長
はもとより、普通は欲の皮の突っ張った地権者の皆さ
まを始め、関係者全ての皆さまの私心を捨てた、
正に、「総論賛成　各論賛成」、日本民族「和の心」
の賜物でございます。

それに引き換えこの巻頭言、
古川理事長、過日の北九州講演とその際の資料の
ほぼ盗作で成り立っております。
「新しい自治組織」の中で、それぞれが利他の価値
ある存在となった、高松・丸亀町商店街の皆さまに、
衷心より敬意を表しますことで、この度の私の失礼の
数 、々どうぞ大和の「和の心」でお許しください。

おかげさまで、
ありがとうございます。

コロナ情報 3月15日 現在 日本の感染者1,513人
日本の危機管理　「総論賛成　各論賛成
　　　　　　　　　一燈照隅　万燈照国　和の心」



3

国土交通省　北海道開発局　函館開発建設部　築港課

函館港におけるクルーズ船岸壁の
整備について

　こうした中、観光客に人気の函館朝市の目の前
に位置し、クルーズ乗客の上陸後の移動手段とな
る鉄道や電車、バス等の公共交通機関が集まる函
館駅に隣接する若松地区に、平成28年度から大
型クルーズ船が利用可能な岸壁（水深10m、延長
360m、11万GT級）の整備を進め、翌年の現地着
工から約1年という短期間の施工で、平成30年10月
には、約4万GT級クルーズ船の利用が可能となる暫
定供用部（延長225m）が完成しています。
　本稿では、若松地区のクルーズ船岸壁の早期供
用に向けた設計・施工に関する取り組みを紹介しま
す。

　1. はじめに

　我が国では、「観光立国の実現」を重要施策とし
て位置づけ、「明日の日本を支える観光ビジョン」に
掲げる「訪日クルーズ旅客を2020年に500万人」と
する目標の実現に向け、全国の港湾において大型
クルーズ船の受入環境整備が進められています。
　北海道の南西部渡島半島の南端に位置する函
館港は、令和元年のクルーズ船寄港数が47隻と、こ
こ数年連続で寄港数道内１位となる港です。また、
地域による熱心なポートセールス等の取り組みによ
り、更なるクルーズ船寄港数の増加も期待されてい
るところです。

特  集
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図-2　函館港のクルーズ船寄港数推移

　３． クルーズ船岸壁整備における課題

　本事業の対象最大船舶の11万GT級の大型ク
ルーズ船が若松ふ頭を利用するためには、延長
360mの岸壁完成に加え、クルーズ船が航行する水
域を浚渫する整備も必要となり、すべての整備が完
了するまでには、工事工程上、相当の期間を要する
ことが想定されました。そのため、過去に旧青函連
絡船が利用していた若松ふ頭という既存ストックを
活用し、整備効果を早期に発現することが可能な
構造や施工方法を検討することになりました。
　岸壁設計に先立ち実施した図-3に示す地質調
査の結果、水深40mの深さまでN値1未満の粘性土
が推積する軟弱な地盤であり、若松地区は函館港

　２． 函館港のクルーズ船岸壁の現状

　函館港でクルーズ船を受け入れている岸壁は、
図-1に示す市内の観光中心地から離れている港
町ふ頭であるため、クルーズ旅客の現地滞在時間
が短く、観光、買い物並びに飲食といった消費活動
を制約する等、クルーズ船の受け入れ環境としては
良好なものとはなっていない状況でした。

 

図-1　函館港クルーズ船受け入れ位置図

　近年、函館港に寄港するクルーズ船は図-2に示
すように年々増加するなかで、港湾管理者である函
館市は、2020年のクルーズ船寄港目標数50隻を目
指しており、早期にクルーズ船の受入環境の整備が
望まれるほか、波及効果が大きい大型クルーズ船対
応施設の早期完成に周辺地域全体からも期待が
寄せられていました。

図-3　函館港若松地区地盤縦断図
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の中でも、特に地盤条件が悪いことが判明しました。
さらに、支持基盤層も水深60mと非常に深い位置
に存在している軟弱地盤に対して有効な構造や施
工方法の検討が急務となりました。
　さらに施工箇所には、年間約５万人が訪問する
観光施設である旧青函連絡船「摩周丸」が記念館
として営業しており、工事による騒音や振動により、
多くの観光客に影響を与えることが懸念されました。
このような、難しい現場条件の中で、様々な課題に
対応した検討を短期間で実施するためには、設計
段階から施工に配慮した検討が必要不可欠である
ため、設計と施工を一体的に検討するデザインビル
ド方式（設計施工一括発注）を採用し様々な課題
へ対応することとしました。

　４． クルーズ船岸壁整備に向けた
　　  課題への対応

（１）設計段階の取組
　若松地区は非常に軟弱な地盤であることから、地
震時の影響を小さくするため、重量の軽量化が可
能で、経済性や施工性の観点からも優位なPC桟橋
構造（直杭式）を採用しています。

図-4　PC桁設置状況（イメージ）

　PC桟橋構造は、図-4に示すように鋼管杭に支持
された受梁上に、工場で製作したPC桁を床板とし

て並べて設置し連結するラーメン構造で、一般に桟
橋の床板部分を場所打ちコンクリート部材とした構
造の場合、鋼管杭は5m程度の間隔で配列する事
例が多いが、床板部の強度を高くするためにプレス
トレスを導入したPC桁を用いることで、床板の長支
間化に伴い、工費の大部分を占める本体工の鋼管
杭本数を削減することが可能となり、軟弱地盤への
鋼管杭打設工程の短縮を可能としています。
　今回、PC桁を設置する受梁部の施工にも、プレ
キャスト工法（以後Pca工法）を採用し、鋼管杭打設
作業と同時並行で陸上ヤードにおいて受梁ブロック
製作の作業を行い、写真-1に示すように、大型起重
機船により連続で据付を行うことで大幅な工期短縮
を可能としました。

 
写真-1　大型起重機船によるPca受梁ブロック据付状況

（２）CIM技術によるリスクの回避
　近年、国土交通省では、ICTの全面的な活用
等により、建設生産システム全体の生産性向上
を図るi-Construct ion（アイ・コンストラクション）
の推進を進めています。その施策の１つとして、
CIM（Construction Information Modeling/
Manegiment）の活用が上げられます。
　CIMとは、調査、設計、施工等で共通した3次元
のモデル構築方法であり、その活用目的には、設計
段階から施工上の課題を表面化させ解決すること
も含まれています。CIMの3次元モデルの作成にあ
たっては、海上に浮かび正確な位置情報の把握が
難しい摩周丸を含め、現地状況を3Dスキャンで測
定しモデル化を行いました。

特  集

函館港におけるクルーズ船岸壁の
整備について
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    図-5　斜杭打設検討状況（CIMモデル）

　施工においてCIMを活用し検討した事例として、
斜杭の打設状況をモデル化したものを図-5に示しま
す。平面的には摩周丸から鋼管杭が物理的に離れ
ている状況ですが、3次元の視点でみると、杭打船
側で杭を固定するパイルキーパーから杭先端が外
れると、杭が振れて摩周丸に衝突する可能性や、甲
板上に資材が落下するなど、重大なリスクを伴うこと
が確認できます。よって、施工性の観点から斜杭構
造は不採用としました。
　また、その他の検討事例として、施工箇所には摩
周丸を海側から支える2基の斜杭式既設ドルフィン
が存在しますが、現地調査の結果、既設ドルフィン
の斜杭が想定よりも変位して打設されていることが
判明し、既設斜杭は杭長が約70mと非常に長いた
め、水中部で確認された変位は地中部で設計図と
の差異が特に大きくなると想定されたため、図-6に
示すようにCIMにより不可視部分である土中の既
設斜杭と新設鋼管杭の状況を再現（見える化）し、
鋼管杭が干渉しないように鋼管杭を配置することが
できました。

 
図-6　地中部における杭の離隔確認（CIMモデル）

（３）ICT技術の活用
　打設した鋼管杭上に重量約500～900ｔのPca受
梁ブロックを大型起重機船により設置しますが、こ
のPca受梁の据付精度を左右するのが支柱となる
鋼管杭の打設精度です。鋼管杭は、全長約60mの
内、下杭約30m、上杭約30mで強度が異なり、下杭
を本打設後、下杭上で上杭を現場溶接し、打設す
る方法を検討していました。しかし、打設箇所は、非
常に軟弱な地盤のため、現地では下杭打設後に杭
の自沈が発生し、本打設位置において下杭と上杭
の溶接作業が困難となったため、打設前に１本の長
尺杭として、本打設を行うことにしましたが、摩周丸
の存在により陸側からの視準が困難な状況であっ
たことから（写真-2）、鋼管杭の建込み時の位置や
打設時の誘導に自動追尾式ノンプリズムトータルス
テーション（写真-3）を用い、鋼管杭の情報を起重
機船上のオペレーターや作業者がリアルタイムで確
認出来る3次元管理システムを用いて鋼管杭の打
設位置情報等を作業者が作業船上のモニターやス
マートフォンで共有しながら施工することで、安全で
迅速な鋼管杭の打設が可能となりました。

 
　　         写真-2　鋼管杭打設状況

 
写真-3　自動追尾式トータルステーション使用状況
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（４）構造形式による早期効果の発現
　採用したPC桟橋構造は、上部工に可動支承を
配置した多径間連続ラーメン構造であるが、可動支
承部を境界に構造が分離されるため、区間単位で
の施工において利用可能な構造となります。そこで
写真-5に示す岸壁の完成形において最適となる径
間を設定した上で、暫定利用に必要な可動支承部
までの整備（完成構造200m）に加え、安定性を確
認した後、岸壁先端部（暫定構造25m）を綱取作業
に必要な機能を担う区間とし、受梁上に暫定的に係
船柱を配置しました。これによって、利用可能な岸壁
延長225mを確保し、現有水深（概ね水深8m）でも
入港可能な4万GT級クルーズ船による暫定的な利
用を可能としました。

 
             写真-5　暫定供用部完成状況

　５． おわりに

　函館港若松地区におけるクルーズ船岸壁の早期
供用に向け、設計段階から施工に配慮した様々な
取組を行いました。特に施工工程を大幅に短縮でき
たポイントとしてプレキャスト工法が上げられます。プ
レキャスト部材を活用することで表-1に示す効果が
得られました。このことから、工期の短縮や現場での
生産性向上が求められる中で、その手段の一つとし
て、設計段階からプレキャスト部材を活用した構造
の検討を行うことも重要ではないかと考えられます。
また、施工では２次元のみの視点による検討では見
落としがちな施工時のリスクを設計段階からCIM技
術を活用することで事前に解決し、安全な施工を進

めることができました。
　今後も11万GT級大型クルーズ船の受入環境の
整備に向けて、継続的に実効性のある取組を行い、
完成に向けて安全に整備を進めて参ります。

               表-1　Pca部材によるメリット

 

　本稿は平成31年２月北海道開発局技術研究発
表会で発表された論文を執筆者の了解を得て、函
館開発建設部築港課が編纂したものです。

トピックス

　今回紹介した施工内容は、北海道開発局函館開発
建設部函館港湾事務所が発注し、東洋建設（株）が
受注した「函館港若松地区岸壁ドルフィン部その他工
事」で実施されたものです。
　当該工事は「令和元年度 i-Construction大賞」の
工事・業務部門で優秀賞を受賞しました。
　「i-Construction大賞」とは、建設現場の生産性向
上を図る「i-Construction」に係る優れた取組を表彰
し、ベストプラクティスとして広く紹介し、横展開するこ
とにより、i-Constructionに係る取組を推進することを
目的に国土交通省が平成29年度に創設したもので、
i-Construction大賞選考委員会において、有効性・先
進性・波及性の観点から、令和元年度は計25団体（国
土交通大臣賞 4団体、優秀賞 21団体）を受賞者に決
定しています。

引用：http ://www.ml i t .go . jp/report/press/
kanbo08_hh_000653.html

特  集

函館港におけるクルーズ船岸壁の
整備について
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一般社団法人日本海上起重技術協会　調査部長　　佐藤　義博

非航起重機船の現況（船齢を中心として）

はじめに
　一般社団法人日本作業船協会は、2年に1度、全作業船のデータを「現有作業船一覧」として発行し、港湾
関係者の活用を図るため、この度、2019版が発行されました。これを機会に、現有作業船一覧の過去10年分の
データから、非航起重機船を中心とした作業船の現況を取りまとめましたので報告します。

 １． 現有作業船隻数（民間隻数）の推移

　現有作業船一覧は2年に1度発行されており、各船種毎の隻数が総括表として取りまとめられている。
　2009（平成21年1月1日現在）から2019（平成31年1月1日現在）までの各船種毎の隻数は以下のとおり。

特  集

発行年度毎の作業船隻数
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＊各船種ごとの共有船及び用船による重複船舶を同一船名を基に除いた隻数の合計を示す。
＊2019から「業務艇・交通船・警戒船」、「測量船」に分類分けとなった。2017以前は「監督船・交通船・測量船」の分類分け。
  このため、「業務艇・交通船・警戒船」の欄に「監督船・交通船・測量船」の隻数を計上。
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　発行年度毎の現有作業船隻数の推移は以下のとおり。

　全隻数の推移を見ると、2009年の7,242隻を「100」とすれば、2019年の5,628隻は「78」で、この10年で、△
1,614隻、△22%となっている。
　直近の2017年－2019年は△34隻、△１%である。（最大減少：2011年－2013年は△723隻、△11%）

　非航起重機船を見ると、2009年の551隻を「100」とすれば、2019年の417隻は「76」で、この10年で、△134
隻、△24%となっている。
　直近の2017年－2019年は△15隻、△3%である。（最大減少：2009年－2011年は△50隻、△9%）

 2009
（平成21年
1月1日現在） 

 2011
（平成23年
1月1日現在） 

 2013
（平成25年
1月1日現在） 

 2015
（平成27年
1月1日現在） 

 2017
（平成29年
1月1日現在） 

 2019
（平成31年
1月1日現在） 

全作業船隻数の推移 

非航起重船隻数の推移 

 2009
（平成21年
1月1日現在） 

 2011
（平成23年
1月1日現在） 

 2013
（平成25年
1月1日現在） 

 2015
（平成27年
1月1日現在） 

 2017
（平成29年
1月1日現在） 

 2019
（平成31年
1月1日現在） 
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非航起重機船の現況（船齢を中心として）

　２． 非航起重機船の船齢

　非航起重機船の船齢は、「2020年―製造年（現有作業船一覧記載）」により算出した。417隻の船齢分布は
以下のとおり。

　船齢は、1年から57年までの範囲である。平均船齢は26年である。

　船齢を5年毎に区分して、取りまとめた隻数は以下のとおり。

　隻数の最も多い船齢は、21年から25年で114隻、次に多い船齢は26年から30年で95隻、この10年の隻数は、
209隻、全体隻数（417隻）に対する割合は50%である。
　また、船齢10年以内の隻数は41隻で、全体隻数（417隻）に対する割合は10%である。

船　齢

隻
数
数

船齢別隻数

船齢に対する隻数
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おわりに
　過去10年のデータから隻数の推移や船齢について分析したところ、以下のことが覗えます。

〇ここ10年は、作業船全体では減少傾向が継続しているが、直近の2年では幾分、収まってきている（非航起
重機船も同様）。

〇非航起重機船の船齢の分布は、21～30年にピークがあり全体の約半数を占める。作業船に定年はない
が、海上工事力を維持するには、一度に退役にならないような対応が必要と思われる。

〇2006～2010年（船齢では10～14年）には、建造隻数が年間1隻という時期があったが、ここ10年では5年
単位で括れば、コンスタントに新船が建造されている。

　紙面の関係で、今回は非航起重機船の船齢についてお示ししましたが、他の分析も行っていますので、協会
ＨＰに掲載して参りたいと思います。

非航起重機船の現況（船齢を中心として）
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令和２年度の講習試験等を下記のとおり開催しますので、お知らせします。

 ［1］ 登録海上起重基幹技能者  

開催地 開催日 会　場

東　京 令和２年10月15日（木）～16日（金） 飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原町11）

大　阪 令和２年10月29日（木）～30日（金） 大阪科学技術センター （大坂市西区靱本町1-8-4）

　　※受講申請書受付期間：6月1日（月）～7月10日（金）

 ［2］ 海上起重作業管理技士

開催地 開催日 会　場

東　京 令和２年10月 1日（木） 飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原町11）

大　阪 令和２年10月 9日（金） 大阪科学技術センター（大坂市西区靱本町1－8－4）

　　※受講申請書受付期間：6月1日（月）～7月10日（金）

 ［3］ 更新講習会

　登録海上起重基幹技能者、海上起重作業管理技士  

開催地 開催日 会　場

札　幌 令和２年11月 6日（金）  北農健保会館（札幌市中央区北４条西７丁目1－4）

東　京 令和２年 9月11日（金）  飯田橋レインボービル （東京都新宿区市谷船河原町11）

神　戸 令和２年9月18日（金）  兵庫県民会館（神戸市中央区下山手通4-16-3）

福　岡 令和２年9月25日（金）  福岡商工会議所 （福岡市博多区博多駅前2－9－28）

　　※受講申請書受付期間：5月18日（月）～7月10日（金）

 ［4］ その他

 　 （1）講習試験等の応募要領は、協会ホームページに掲載します。
 　 （2）不明な点があれば、協会まで問い合わせて下さい。

令和２年度

講習試験等のお知らせ

協会活動
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協会活動

安全対策委員会は、令和２年1月14日（火）に国土交通省九州地方整備局苅田港湾事務所の発注工事「令和元
年度苅田港（新松山地区）泊地（-13m）浚渫工事（第2次）」（受注者　㈱若港）の浚渫作業に使用するグラブ浚渫船

「響永」（㈱若港所有船）の船上で、安全パトロールを実施しました。その概要について報告します。

各委員は、工事概要説明を受けた後、船内パトロールを実施しました。安全掲示板内の「緊急時連絡体制図」、
「作業中止基準」、「現場配置図」、「ワイヤーロープ交換管理表」、「資格者一覧」及び「船舶からの廃棄物排出
基準　掲示用プラカード」、「国際大気汚染防止原動機証書」を確認したのち、ワイヤー類、マンホール、立入禁止
箇所、安全通路の確認、甲板上資機材の整理整頓状況、救命浮環や消火器などの設置状況等を順次目視により点
検・確認しました。

点検後、各委員と工事担当責任者、船舶所有会社担当者との間でパトロール結果について、意見交換を行いまし
た。委員からは、全体的によく整理整頓されているが、オイルパン油栓等について、改善する必要があるとの意見が出さ
れました。

また、会社としての安全対策の取組、本現場における作業上の留意点、安全確保に向けた具体的な実施事項、
船内コミュニケーション、ベテランと若手との技術伝承など作業現場における安全確保について、幅広く意見交換を
行いました。

「安全対策委員会」
苅田港において安全パトロールを実施

意見交換
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おわりに、安全パトロールの実施場所を提供していただいた国土交通省九州地方整備局苅田港湾事務所、ご多忙
中にもかかわらず、丁寧な工事説明などをいただいた㈱若港の古田様、大森様、「響永」の関係者皆様には大変お世
話になりました。この場をかりて御礼を申し上げます。

今回、安全パトロールを実施した委員は、下記のとおりです。　　　　  

 委員長 細川　英邦（㈱細川産業）
 委員 能美　正幸（㈱寄神建設）、 柳沢　雄博（若築建設㈱）、 黒川　直樹（松浦企業㈱）
  小笠原　昭（㈱近藤組）、 久保地　望（大旺新洋㈱）、 齋藤　裕一（㈱近藤海事）、
  松山　　治（㈱不動テトラ）
 事務局 佐藤　義博

＜参考＞

グラブ浚渫船「響永」の主要目等は

以下のとおりです。　　　　　　　　　

建造年 長 幅 深さ グラブ容量

1997年 56ｍ 22m 4m  20㎥

グラブ浚渫船「響永」
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　本制度は、建設キャリアアップシステムと連動して、建設技能者の能力を評価（４段階のレベル認定）するものです。
能力評価実施機関は、協議会を設立し、国土交通省が開発したレベル判定システムを用いて、４月１日より能力評価を
スタートさせています。
　当協会も、能力評価実施機関の一つとして、海上工事に携わる方の能力評価を行うこととしていますが、総会で定款
を変更し「建設技能者の能力評価に関する事業」を位置づけた上で、６月１日より能力評価をスタートさせる予定です。
　今後、能力評価を希望される方のために、申請方法等について、協会ＨＰ等にお示ししてまいりますのでよろしくお願
い致します。

建設技能者の能力評価制度について
一般社団法人日本海上起重技術協会　専務理事　　野澤　良一
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協会活動

会員の 広 場 東北支部

1. ＳＤＧｓセミナーによる勉強会

　当社が出資している久慈地域エネルギー株式会社
の主催により「ＳＤＧｓについて学ぶセミナー」が開催さ
れ、社員を含む約100名が参加した。ＳＤＧｓの取り組
みにあたり、基礎を学び理解を深めることを目的に17の
目標の詳細や自治体と企業が取り組む意義について学

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取り組み
宮城建設株式会社　総務部　総務課　課長　小倉　昭弘

び、貧困の根絶やエネルギーの未来について知見を深
めた。すべての目標を達成するためには個々の組織で取
り組むのではなく、地域全体での連携が不可欠で、目標
が達成できれば「住みやすい理想的な地域になる」と課
題を解決していく重要性について説いた。政府や自治
体だけでなく民間企業や個人などにも共通した目標であ
り、取り組みに向けたヒントを得る機会となった。

ＳＤＧｓセミナー
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2. 海岸清掃活動の実施

　弊社は年２回ボランティア清掃活動を実施しており、
昨年10月には海と海岸資源を守るためプラスチックごみ
を中心に海岸清掃を実施した。（毎年800万トン以上の
プラスチックがごみとして海に流れ込み、2050年には海
の魚の量とプラスチックごみの量が同じになるとも言わ

れている。そして、一部は紫外線・海流・波で、マイクロプ
ラスチックと呼ばれる細かい破片となり、食物連鎖を通
じて人間の健康にも影響を与える恐れがある）。一人一
人の活動がＳＤＧｓへの取り組みに繋がり、世界の課題
のどれに関連しているのか、世界の社会・環境課題に対
処しているのかなど、企業経営を通して出来ることから
活動を広め継続的に推し進めて行きたい。

海岸清掃活動
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 2. 「富士」の概要

富士は750ｔ吊主巻フック4基と玉掛作業用の15ｔ吊補巻フック6基を装備し、大型構造物を取扱うため揚程は最大133.1
ｍ、張出距離は33.2ｍ～112.8ｍと国内最大級の3,000ｔ吊俯仰式起重機船です。パイプトラス構造のＡ型クレーンジブを採

3,000ｔ吊俯仰式起重機船

『富士』
1. はじめに

明治43年の創業以来、日本の海を活動の場として事業を営んできた当社は、その時代々々 の海事環境に適応しな
がら会社の存在価値を高めてまいりました。元々は、船骸撤去を中心としたサルベージ業から発足した当社ですが、
その技術を応用しながら取扱う対象を様 な々海洋構造物に広げて実績を積み重ねてまいりました。
主力とする作業船は起重機船ですが、構造物の重量化にともない起重機船も大型化し、2,000ｔ吊を超える起重機
船を4隻保有しています。本稿では、そのうちの1隻である「富士」について紹介いたします。
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	

東京ゲートブリッジ中央径間架設閉合

深田サルベージ建設株式会社

65 近畿支部
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	 水面上最低高さ	 40.0m
	 燃料油タンク	 454㎥（227㎥×2）
	 清水タンク	 636㎥（318㎥×2）
	 バラストタンク	 15,289㎥

主
巻
吊
揚
能
力

ジブ傾斜角度 70° 67.5° 60° 30°

定格荷重 3,000 ｔ 3,000 ｔ 2,400 ｔ 400 ｔ

揚程
前側フック 133.1 ｍ 130.7 ｍ 122.2 ｍ 68.8 ｍ

後側フック 118.1 ｍ 115.9 ｍ 108.3 ｍ 60.8 ｍ

張出距離
前側フック 	38.7 ｍ 44.5 ｍ 	61.1 ｍ 112.8 ｍ

後側フック 	33.2 ｍ 38.3 ｍ 	53.1 ｍ 	98.9 ｍ

用して軽量化を図ることで、耐久性と耐航性が向上しています。遠洋区域での回航では、クレーンジブ（ブーム）を脱着する
ことが可能で、クレーン部と船体部を分割曳航することができます。

■	船体部諸元

	 型　式	 平甲板箱型クレーンバージ
	 	 （船首カットアップ、船尾R型シェープ）
	 長　さ（型）	 105.0m
	 幅（型）	 46.0m
	 深　さ（型）	 8.0m
	 計画満載喫水	 4.4m

3. クレーン性能

クレーン部の各種ウインチは電動式でベクトルインバーター制御方式を採用し、主巻フックの同期同調と速度制御
が効率的に行えるようにしており、全甲板ウインチは油圧式の電気制御方式を採用して十分な力量とワンマンコント
ロールでの操船が可能となっています。また、作業船位置誘導システム用のＧＰＳと自動バラスト制御システムを装備
して高い船位保持能力と細かな姿勢制御が行えます。
本船はクレーン部、機関部、電気部ともに徹底した自動化を進め、機関遠隔監視制御装置と各種ウインチ・ジブ頂
部等監視カメラの装備による安全性の向上と乗組員の業務の省力化を図っています。

■	クレーン部

　型　式　　　　　　パイプトラス（四角）構造単Ａ型シヤーレグ俯仰式
　起伏角度　　　　　最大70°～30°（メンテナンス時最小角度3°）
　主巻定格荷重　　　3,000ｔ（750ｔ×4フック）

	 巻上速度	 低速　2.0ｍ／分、高速　4.0ｍ／分
	 フック間隔	 前後　8.0ｍ、	左右　8.0ｍ
	 フック開き角度	 外側各々　20°、	後方　15°、	内側各々　2.5°
	 起伏速度	 低速平均約　1.25°／分、	高速平均約　2.5°／分
	 主巻ウインチ	 30ｔ（低速時）×2ドラム×4台（連動）
	 起伏ウインチ	 30ｔ（低速時）×4台
	 補巻ウインチ	 15ｔ×6台
	 呼込みウインチ	 15ｔ×3台
	 雑用ウインチ	 5ｔ×1台
	 ジブの取外方法	 ジブ角	3°でピン取外しの上、ジブ本体を台船積込
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４．甲板上操船（係船）設備等

船首部に50ｔアンカーウインチ2台、40ｔ操船ウインチ4台、25ｔホーサーウインチ2台を、船尾部には80ｔウインドラス1
台、50ｔアンカーウインチ2台、40ｔ操船ウインチ2台を装備し、バックテンション方式による1レバーワンマンコントロール
が可能となっている。また、操船設備以外に資機材揚重用の50ｔデッキクレーンが設置されている。

〇	デッキクレーン　1基
	 型　　式	 油圧駆動
	 能　　力	 主巻定格荷重　50ｔ×6ｍ／分
	 	 最大作業半径　14ｍ
	 	 補巻定格荷重　15ｔ×20ｍ／分
	 	 最大作業半径　20ｍ

〇	ウインドラス　1台
	 型　　式	 油圧駆動、チェーンドラム×1、
	 	 ホーサードラム×2
	 能　　力	 80／40ｔ×12／24ｍ／分
	 チェーン	 92ｍｍφ×400ｍ
	 アンカー	 25ｔストックレス型

〇	アンカーウインチ　4台
	 型　　式	 油圧駆動、ワイヤードラム×1
	 能　　力	 50／25ｔ×20／40ｍ／分
	 ワイヤロープ	 60ｍｍφ×800ｍ

起伏ウインチ主巻ウインチ群

	 チェーン	 81ｍｍφ×27.5ｍ×2、81ｍｍφ×
	 	 12.5ｍ×2
	 アンカー	 20ｔストックレス型

〇	操船ウインチ　6台
	 型　　式	 油圧駆動、ワイヤードラムｘ１
	 能　　力	 40／20ｔ×20／40ｍ／分
	 ワイヤロープ	 50ｍｍφ×800ｍ

〇	ホーサーウインチ　2台
	 型　　式	 油圧駆動、ホーサードラム×1
	 能　　力	 25／12.5ｔ×30／60ｍ／分
	 ホーサーロープ	100ｍｍφ×300ｍ

〇	倉内玉掛引込ウインチ　2台
	 型　　式	 電動機駆動、ワイヤードラム×1
	 定　　格	 5ｔ×30ｍ／分
	 ワイヤロープ	 26ｍｍφ×200ｍ
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５．その他仕様

「富士」には、電気式ウインチ自動遠隔制御システム、作業船位置誘導用GPS装置、機関遠隔監視制御装置、リモコン
式遠隔監視カメラ装置、自動バラスト操作設備等の最新機器の導入により、起重機船作業の安全性を極限まで追及し省
人化を徹底したため、従来の同規模起重機船より少人数での運航が可能となっています。
また船内居住空間も従来の起重機船より広く設けられており、衛星放送受信装置等生活関連の設備も充実しており快

適な船内生活がおくれるよう配慮されています。

〇	バラストポンプ	 2台（型式：立電動渦巻（自吸式）、能力　1,000㎥／時×揚程20ｍ

〇	バラスト遠隔操作装置	 1式（オートトリム、オートヒール）

〇	油水分離機	 1台

〇	海洋微生物付着防止装置	 1台

〇	汚物処理装置	 1台

〇	通信装置（船舶電話、ＶＨＦ無線装置、GMDSS機器）

〇	音響測深機	 3台

〇	各種気象観測機器	 1式

〇	火災警報装置	 1式

〇	機関室固定消火装置	 1式

〇	船外受給電装置	 1式

〇	冷暖房装置	 1式

　	最大搭載人員　乗組員31名、監督員2名、合計33名

船首部ローラーおよびアンカーラック
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６．富士 施工実績

平成15年9月に建造された「富士」は、これまで日本各地の長大橋梁の架設や災害復旧、港湾建設工事に携わってきま
した。その中でも印象深い大型プロジェクト等を紹介します。

東日本大震災 被災船救助作業

隅田川橋梁架設工事
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７．おわりに

　沿岸域のインフラが整備された
日本においては、大型海洋土木プロ
ジェクトは減少傾向ですが、工期短
縮や工事費用の経済性、長大橋梁
等の製作品質管理の有効性から、
大型起重機船による一括据付工事
や一括架設工事は今後も重要な工
法・手段であり続けると思います。
起重機船の新規建造はなかなか困
難な時代ではありますが、数少ない
大型起重機船保有企業として、富士
をはじめとしたこれらの作業船を維
持しつづけ日本の沿岸域各地の開
発・発展に今後も貢献していきたい
と思います。
　また、今後の海洋土木では洋上風
力発電の建設が注目されています。
現存の大型起重機船での対応は難
しいプロジェクトですが、これまで
海洋において重量物や大型構造物
を取り扱ってきた経験や技術を活か
し、新造ＳＥＰ船を運用して新たな
分野に挑戦してまいります。

気仙沼大島大橋架設工事
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松浦企業株式会社
千　葉　　健

●経歴（取得資格）

・平成19年	 4月　第一金剛丸船長
・平成21年12月　海上起重作業管理技士取得
・平成24年	 7月　第七金剛丸船長
・平成28年12月　登録海上起重基幹技能者取得
・平成29年	 9月　第七金剛丸船団長	
　	 	
	
●主な工事実績
・	鹿島港外港地区航路(-14m)浚渫工事
・	茨城港常陸那珂工区海上打継場整備工事
・	横浜港南本牧ふ頭廃棄物最終処分場建設工事
・	むつ小川原港外港地区防波堤(東)(災害復旧)築造工事

	 	 	
	 	 	
●今後について
第七金剛丸は環境に配慮した機関機構や安定性のあ

る操船構造の特性を活かし、国内各地の港湾で、主と
して気象条件の厳しい外港航路や泊地の浚渫工事に携
わって来ております。作業に当たっては、船団員の安
全を最優先にして、無事故・無災害を柱にして従事して
います。今後も、安全に配慮して、蓄積してきた経験
や技術力を基にICT浚渫工事の新たな取り組みにも対
応すると共に、後進の育成にも努めて、港湾の整備に
貢献してまいりたいと考えています。

シリーズ
海の匠 登録海上起重基幹技能者の紹介

82

●出身地	 岩手県	 	 	 	 	
●生年月日	 昭和49年7月3日
●入社年月日	 平成14年10月1日
●所　属	 工事部浚渫工事課	 	 	
●職　責	 船団長	 	 	
●船　団	 グラブ浚渫船　第七金剛丸
	 （長さ61m　幅24m　深さ4.4m）
	 押船兼揚錨船	 １こんごう丸（19t）
	 押　船	 第三十八安芸丸（2600ps）
	 土運船	 1701松山丸（全開式1700㎥積）
	 土運船	 1702松山丸（全開式1700㎥積）

プロフィール

関東支部

グラブ浚渫船(32㎥ )　第七金剛丸
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本部活動

◇第89回 理事会を開催

令和2年3月19日（木）、東京都千代田区「都市センター

ホテル」において第89回理事会が開催され、各議案とも

事務局提案どおり了承されました。

報告事項①　令和元年度事業報告の件

報告事項②　令和元年度収支決算（見込）の件

第1号議案　令和元２年度事業計画の件

第2号議案　令和元２年度収支予算の件

第3号議案　建設キャリアアップシステムと連動した

　　　　　　能力評価事業の件

第4号議案　その他議案の件

　１．	特定技能外国人材の受け入れに関する件

　２．	会員の入会及び退会に関する件

　３．	令和２年度通常総会（第34回）開催に関する件

　４．その他

　

マリーンニュース
事務局だより

令和2年1月21日

◇広報・事務局長会議

　１．本部活動

　２．支部活動

　３．広報活動

　４．その他

令和2年1月29日

◇常任委員会幹事会

　１．	第89回理事会提出議案について

　２．	その他（報告事項）

幹事会終了後、国土交通省港湾局技術企画課の方 と々

要望についての意見交換を行いました。

令和2年2月25日

◇常任委員会

　１．第89回理事会提出議案について

　２．報告事項

　３．その他

令和2年2月26日

◇安全対策委員会

　１．安全パトロールの実施結果

　２．「作業船団の安全運航確保」啓蒙ポスター

　３．「作業船団安全運航指針」改訂	

　４．その他
第 89回理事会
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四国支部

◇四国地方整備局との意見交換会を開催

令和２年２月21日（金）に四国地方整備局との意見交

換会を高松市以外では初となる高知市のサンピアセリー

ズにて開催しました。

四国地方整備局からは、池田次長、権藤港湾空港部

長、兼井総括調整官はじめ各事務所長含め14名の幹部

職員にご出席をいただき、協会本部からは菅沼会長代理

にご臨席いただき、四国支部からは尾﨑支部長以下23名

が出席しました。

四国地方整備局からは、回答書に基づく丁寧な説明が

なされ「中長期事業の見通しを提示できるように整備局

において検討を進めていく」等の誠意ある回答をいただ

きました。

自由討議では、働き方改革に関し各会員の取り組みや

悩みなどが紹介されとても有意義な意見交換会となりま

した。

四国地方整備局との意見交換会
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インフォメーション

（注）会員専用ページは、随時更新していますのでご利用下さい。
　　「会員専用ページ」を開くためには「ユーザー名」と「パスワード」が必要です。
　　当協会事務担当者にお尋ね下さい。

海技協ホームページ「会員専用ページ」の掲載事項

（1月以降掲載分）

〔関係通達〕
●	「公共事業労務費調査（令和元年10月調査）の実施報告について」（令和2年2月14日）

〔協会活動〕
●	技術委員会活動報告（令和２年２月）
●	本部活動報告（令和２年１月期）
●	令和元年度要望アンケート調査結果の取りまとめの公表について（令和２年１月）

〔協会からのお知らせ〕
●	建設キャリアアップシステム通信（第２２号　2020年2月）
●	新型コロナウイルスを防ぐには
●	建設キャリアアップシステムにおける「ゴールドカード」の発行について
●	新型コロナウイルス感染症対策本部　総理発言（令和２年２月１８日）
●	イベントの開催に関する国民の皆様へのメッセージ
●	新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安
●	新型コロナウイルスＱ＆Ａ
●	新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に向けた工事及び業務の一時中止措置について
●	新型コロナウイルス感染症対策よる学校の臨時休業等に伴う建設業法上の取り扱いの明確化について
●	「新型コロナウイルス感染症に係る小学校等の臨時休業等に伴う保護者の休暇取得支援（新たな助成金制度）
●	新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた雇用調整助成金の特例措置の対象事業主の範囲の拡大について（周知）
●	新型コロナウイルス感染症に対する水際対策政府の抜本的強化に向けた更なる政府の取組について
●	「令和２年度港湾工事請負積算基準等の改定」及び「令和２年度直轄事業の実施」について
●	新型コロナウイルス感染症に係る労働者派遣法の遵守について
●	新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策等に係る情報提供について
●	新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策等に係る情報提供について
●	第２１回新型コロナウイルス感染症対策本部における内閣総理大臣発言
●	新型コロナウイルスの集団感染発生防止に関するチラシ

2

安全啓蒙ポスター 配布のお知らせ 
　毎年度「安全ポスター」を作成し、作業員一人一人の意識向上、
啓蒙に役立つこと、及び海上起重作業船団の更なる安全運航に
寄与することを願うものであります。

会員への配布

	「安全ポスター」は、会員には5部配布し、また発注関係官公
庁にも配布しております。なお、部数に余裕がありますので、
増配布を希望される会員は協会事務局へ申し出て下さい。

「安全ポスター」

1
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図	書	名 概　　　要 体　裁 発行年月 販売価格

作業船団の運航に伴う

環境保全対策マニュアル

（改訂版）

（国土交通省港湾局監修）

作業船の運航に伴い自らが発生する

排水等の環境阻害要因に対する方策

を取りまとめたマニュアル

海洋汚染防止条約（マルポール条約）

の付属書採択に伴う国内法の改正を

反映

・「港湾工事共通仕様書」に参考図書

として記載

A4版

100ページ

平成30年4月 会　員2,000円

非会員2,500円

（消費税別、送料別）

作業船団安全運航指針

（改訂版）

（国土交通省港湾局監修）

近年の関係諸法令の改正に対する

見直し等及び「作業船による架空送

電線接触事故防止対策指針」を新た

に盛り込んだ改訂版を発行

・「港湾工事共通仕様書」に参考図書

として記載

A5版

200ページ

平成20年4月 会　員2,000円

非会員2,500円

（消費税別、送料別）

海 技 協  販 売 図 書 案 内

インフォメーション

※購入は「図書名、部数、送付先、担当者、連絡先、請求書あて先」を記入したFAX又はメールで、協会事務局へ申し込んで下さい。

FAX番号 :03-5640-9309

E-mail:honbu@kaigikyo.jp

「作業船団安全運航指針の改訂版」を令和２年６月頃の発刊を予定しています。
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